
 

 

 

 

 
 

                                                                                                                                                                                                         

 
 

先日、大下歯科前の交通立哨をしてくださる交通指導員さんが、「最近ここを通る生徒さん、減ったね」とおっしゃっ

ていました。しかし、生徒数は減っていません。４月から半年で、通学路を変えている、ということになります。 

詫間町内では、通学路について町内でのルールがあります。大きくは、下の図のように、自宅からなるべく早めに大

きい通りに出てきて、詫間小と反対側の道をとおり、大下歯科前向かい側に渡る、というものです。旧道は狭く自転

車走行は大変危険です。詫間小側の歩道は小学生の通り道なので、こちらも危険です。あなたが今使っている道は

通学路として正しいでしょうか。見直してみましょう。 
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右は10月5日の四国新聞の記事です。中学生の自転車事故が、全国 

で3位の多さだそうです。香川県では、自転車が歩行者と衝突する事故が 

大変多く、中学生も加害者となり、多くの事故を起こしてしまっています。 

「ハインリッヒの法則」を知っていますか。これは、ある同一人物が330 

回事故にあったとき、300回は怪我をせず、29回は軽い怪我をし、１回は 

重い怪我（死亡などの重大事故以外も含む）をしてしまうというものです。 

「ひやり」「ハッ」とする瞬間とは、ケガをしなかったものの、事故になってい 

た可能性のある一歩手前の出来事のことです。 

自分は「ひやり」としなくても、周りの通行人や車の運転手は「ひやり」と 

している場合もあります。たまたまけがをしなかっただけで、自分勝手な行 

動は、周りに大きな迷惑をかけています。交通ルールを守ることは、自分や 

他人の命を守ることです。当たり前のことを当たり前にできる人になりましょう。 

○旧道を通らない               ○詫間小側の歩道を通らない 

○大下歯科側の横断歩道を通る   ○友達を呼びに寄り道をしない 

○並進せず一列で走る   ○ヘルメットは家を出るときから着用する 

自分が被害者・加害者にならないために、ひとりひとりがルールを守って安全に通学路を通行しましょう。 

詫間中学校学校通信   One Team, One School ～仲間と笑いあう日々へ～ 
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